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閏
闇
の
錬
遭
更
暖
塵
襲

興
産
党
国
会
議
員
ら
現
鞄
鏑
査

四
国
を
締
れ
て
い
る
日

本
巽
麗
質
国
会
議
題
団

「
蝿
方
錐
邁
鰭
轄
醇
生
対

策
チ
ー
ム
」
の
本
村
伸

子
、
満
水
思
東
面
衆
院
議

顕
と
山
添
緯
参
院
議
員
は

約
日
、
J
R
四
国
の
臨
線

と
第
三
セ
ク
タ
ー
錬
適
を

調
査
し
ま
し
た
。

議
員
ら
は
J
R
大
歩
危

（
お
講
艦
的
）
駅
（
纏
鵠

媒
≡
鰭
帯
）
か
ら
土
讃
線

の
列
車
に
乗
車
し
、
建
美

男
四
国
錬
遵
本
蔀
の
橋
詰

嬢
靂
糞
奥
義
と
J
R
四
国

の
労
働
轡
か
ら
現
状
馨
聞

き
ま
し
た
。

矯
讃
轟
は
、
靖
国
全
体

で
人
口
減
が
進
教
、
主
な

馨
で
諮
る
車
掌
・
崗
穣

生
の
利
用
が
減
っ
て
い
る

顕
漢
を
蒸
し
ま
し
た
。

本
態
斑
は
「
ロ
ー
カ
ル

綾
が
な
く
な
れ
ば
、
鞄
域

が
疲
弊
す
る
悪
循
環
に
な

る
。
四
国
の
鉄
遭
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
鷲
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
諮
り
ま
し
た
。

土
健
く
る
し
掩
鉄
遵
安

賽
総
合
聾
務
所
（
寓
鯛
県

費
表
面
）
で
は
、
大
願
充

攫
桂
攫
、
鈴
木
勝
也
醗
最

と
懇
談
。
大
原
槌
霞
は

「
近
年
、
高
競
櫓
道
路
の

延
伸
と
沿
線
の
人
口
減
少

で
騒
轡
環
境
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
圏

に
よ
る
支
援
の
抵
充
を
要

塞
し
ま
し
た
。

党
の
鉄
道
政
策
を
紹
介

し
た
満
水
寵
は
「
赤
等
の

地
方
錬
適
を
圏
と
し
て
支

え
、
鰭
器
∵
発
展
さ
せ
る

た
め
に
カ
を
思
く
し
ま

す
」
と
諮
り
、
山
添
踵
は

「
鎖
適
が
粟
な
す
筏
割
は

六
番
い
と
実
感
し
暮
し

だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

懇
談
に
先
立
っ
て
沿
線

の
鵠
露
頭
ら
〆
麗
蒐
交
換

し
、
総
本
ぽ
ん
じ
衆
院
南

細
1
区
儀
補
、
寓
嫡
や
す

お
狭
間
2
匪
傾
輔
も
参
舶

し
ま
し
た
。

騙
讃
は
は
白
川
よ
う
子

親
臨
聴
聞
比
捌
候
補
と

穀
田
顧
二
衆
院
議
寅
秘
竃

が
同
行
。
懇
談
に
は
高
知

県
醗
団
が
間
藤
し
ま
し

油。

ろ
苧
一
膏

薬
隷
書
露
。

寡
貨
客
や
ば

南
海
中
暁
が
遊
認

釜
豊
尋
．
竣
成

の
書
巻
霧
誘

発
美
化
の
軽
費
毛

雪
う
‘
命
d
l

轟
歴
訪
頚
雪
牽

㊨
壁
憲
の
塵
老
樹

握
会
聖
餐
。

開
示
の
艶
象
潟
羅
（
ト

ー
チ
空
電
襲
露
の
坊

否
ゼ
）
の
馨
群
黍
二
耕

鮮
孝
晶
な
り
の
g
I
ぞ
常

任
蕨
の
耐
乏
と
の
、
盾
ど

す
ぼ
、
り
宮
詣
夢
、
庭
簿

の
尾
索
会
香
し
を
。

詰
着
た
巧
の
持
櫨
こ
と

り
額
丑
謹
薗
耕
せ
す
。

の
馨
樟
壷
詰
合

せ
4
～
ワ
自
書
で
舅

の
薄
青
レ
浮
。

合
彿
盲
人
中
流
白
旅

行
蓄
為
嘗
人
二
右
目

樺
や
ク
の
菰
畠
歴
怜
万

人
・
雲
量
素
食
詳
細
博

欝
そ
。

あ
る
粛
行
接
着
の
衷
ル

1
馨
一
察
し
が
穴
野
禽

す
．
曽
き
っ
ぱ
り
。
霊
夢

膏
の
葱
こ
ぞ
〃
‥


